
京都大学・法学研究科・教授

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１４３０１

国際共同研究加速基金（国際共同研究強化(B)）

2023～2018

開発金融に関わるグローバル標準の相克と収斂の政治経済分析

The Political Economy of Global Standards on Developmental Finance

００２７８７８０研究者番号：

鈴木　基史（Suzuki, Motoshi）

研究期間：

１８ＫＫ００３７

年 月 日現在  ６   ６ ２６

円    12,600,000

研究成果の概要（和文）：①東アジア金融制度のマクロ経済リサーチ事務局が直面する諸問題を分析した報告書
「Leading by Design: Asian Lessons for Monitoring Global Financial Stability」を作成に寄与した。その
第一章「the Promise and Peril of Multilevel Surveillance in East Asia」は代表者の鈴木が寄稿した。②
査読付き学術誌International Relations of the Asia-Pacificの特集号として公刊予定である。③その他、査
読付き国内外の学術誌に13本の論文を掲載した。

研究成果の概要（英文）：(1)Publication of the report "Leading by Design: Asian Lessons for 
Monitoring Global Financial Stability," which analyzes the various issues faced by the Macroeconomic
 Research Office (AMRO) of the East Asian financial system. This was edited by our overseas 
collaborator, Professor William Grimes. The first chapter, "The Promise and Peril of Multilevel 
Surveillance in East Asia," was contributed by the project leader, Suzuki.(2) Publication of a 
special issue in the peer-reviewed journal,International Relations of the Asia-Pacific. Suzuki 
authored the introductory essay "The Rise of Formal Institutions in the Asia-Pacific Region Through 
Competitive Regime Complexity," and Uji contributed the article "Navigating Environmental 
Cooperation Amid Political Competition in East Asia." Professor Grimes also co-authored a paper for 
this issue. The special issue, comprising a total of five papers including two by other authors, is 
scheduled to appear in the September 2024 issue.

研究分野： 国際政治経済学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
学術的意義として、制度間協調・競争による制度発展の理論化と実証的分析を実施し国際関係学に寄与した。社
会的意義として、ボストン大学から公刊された報告書「Leading by Design」を作成して国際政策コミュニティ
ーに向けて成果を発信したことに加え、International Relations of the Asia-Pacific誌における特集号の公
刊および2024年4月にサンフランシスコ市で開催された米国国際関係学会（ISA）で鈴木、飯田、海外協力者のグ
ライムズ教授がラウンドテーブル討論部会を開催して本研究の成果を発信し、日米学術交流に貢献した点を強調
することができる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
本研究の代表者である鈴木基史が実施した科研基盤研究（A）「グローバル・ガバナンスの変容
と国家政策の政治経済分析」（平成 26～29 年度）の一成果となった分担者の飯田敬輔との共著
論文 “Analyzing Developmental Loan Markets with Rival Lenders,” in Suzuki and Okada, 
eds. Games of Conflict and Cooperation in Asia (Springer, 2017)において、開発金融に関わる
複数の融資国と被融資国の行動とその帰結を、冷戦期の米ソ融資に関するデータを用いて分析
した。その結果、米ソの融資競争が発生していたことを示し、その背後には非同盟運動を展開し
た被融資国である途上国が東西両陣営のどちらにも与せず、独自の対外政策を実施しながら米
ソの両陣営から融資を得ていた実態を析出した。もし被融資国がどちらか一方の陣営に与して
その援助標準に傾斜することになれば、その陣営が推し進める標準がグローバル・スタンダード
として表面化したはずである。しかし、実際には被融資国が等距離外交を実施していたため、複
数の競合する標準を併存させたことになった。 
 冷戦後、1990 年代のソ連の解体と東欧共産主義政権の崩壊によって欧米諸国の開発金融原則
が世界標準となりつつあるという言説が一時期説得力をもっていたが、米中対立が過熱化し、冷
戦期のような融資競争と開発金融標準の相克が再燃しつつある。本研究はこうした現状分析か
ら出発し、複数の標準の相克と収斂を課題として実施された。 
 
２．研究の目的 
そもそもグローバル・スタンダードの形成は、国際関係学の研究課題のひとつである。標準は、
非法的な行動規範と定義され、重要な国際制度のひとつと考えられる。国際標準は、複数のもの
の間で対立があり、その相克と調整の過程から新たな世界標準が誕生するのかもしれないし、複
数の標準が併存し続けることになるのかもしれない。学問的にも、標準という概念は、規範や習
慣などという概念とならんで創発性のあるダイナミックなものと捉えられ、政治学・経済学・社
会学などで研究対象となっている。とくに、国際協調の可能性と方途を問題とする国際関係学に
おいて、標準は他の法的拘束力のある法制度と同様に重要な関心事である。本研究開始時におい
て、国際標準の態様やその形成過程に関して様々な理論が提示され、国際関係学の論争のひとつ
となっていた。 
 
３．研究の方法 
効率性の観点からすると、標準はひとつに収斂し、適用範囲がグローバル規模になることが望ま
しい。ところが、冒頭で述べた冷戦期のように、実際に単一の標準が世界を席捲することはむし
ろ稀で、複数の標準が併存することが多い。その場合、標準がひとつに収斂するには、複数の標
準のいずれかが受容されるという選択問題が発生し、必然的に競争的なプロセスで適用範囲を
拡大させるという政治性が発生することになる。こうした国際標準の相克と収斂という課題は、
近年の国際関係学研究において、レジーム複合体（regime complex）という概念の下で分析さ
れている。この研究では、貿易、環境、労働、人権、難民などの領域において、各領域に複数の
標準が併存していることを前提に、標準間の連携、協調、調整の過程をガバナンスという巨視的
な視点から分析するものとなっている。これと対照的に本研究は、標準の制度的態様を国々の利
益とパワーという微視的な視点から接近することによって、新たな視座を確立することを目指
した。 
 
４．研究成果 
本研究は、開始後 2年目でコロナ感染問題に直面することになったが 2度の延長を経て、令和 5
年度で終結した。その結果、競争的な標準構築と柔軟な標準選択の過程を通じて標準の精緻化が
発生するという新たな論点を導き出すことに成功した。その過程では、標準の構築と地理的な拡
大を狙う主要国が、標準が他の国々の利益に合致することを明示化し、その受容を促すため精緻
化を行う。その一方、非主要国は、競合する複数の標準を自国の利益に鑑みて比較し、利益の最
大化に適した標準を選択する。したがって、標準の受容と拡大は、国々の利益を架橋する的確な
精緻化によって発生する。精緻化という標準の内的な制度変化は、国家間の相互作用の中で発生
する戦略的な国家行動の手段であることに加え、競争の結果でもある。このように論じる本研究
は、複数の標準が併存する状況を前提に、それらの相克の過程と収斂の可能性を解明しつつ、国
際関係学における標準研究の発展に寄与した。 
 
本研究の成果は以下の 3点にまとめられる。 
 
①海外協力者の William Grimes ボストン大学教授が編者となり、東アジア地域金融制度のマク
ロ経済リサーチ事務局（AMRO）が直面する諸問題を分析した報告書「Leading by Design: Asian 
Lessons for Monitoring Global Financial Stability」（Boston University, 2024）を作成し
た。その第一章「the Promise and Peril of Multilevel Surveillance in East Asia」は代表



者の鈴木が寄稿した。 
 
②査読付き国際学術誌『International Relations of the Asia-Pacific』（オックスフォード大
学出版会）の特集号として発表する予定である。この特集号では、鈴木が序章論文「The rise of 
formal institutions in the Asia-Pacific region through competitive regime complexity」、
分担者の宇治准教授が「Navigating environmental cooperation amid political competition 
in East Asia」、Grimes 教授が共著論文を寄稿した。同特集は他の著者による２論文を合わせ、
計 5 論文編成で同誌の 2024 年 9 月号に掲載される予定である。その他、研究成果は国内外の査
読付き学術誌に 13 本の論文として掲載した。 
 
③口頭発表としては、令和４年度に仙台で開催された日本国際政治学会研究大会において、鈴木、
宇治、Grimes 教授がパネリストを務めた英語の部会を開催した。また、本研究終了直後の令和 6
年 4 月となったが、鈴木と分担者の飯田、Grimes 教授が、米国サンフランシスコ市で開催され
た米国国際関係学会（ISA）においてラウンドテーブル討論部会を開催し、本研究結果の国際的
発信を行った。その他、関連する研究会を計 4回開催し、京都大学の教員、大学院生、学部生に
研究成果を発表した。 
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